
 

第４０１回渋谷区建築審査会 議事録 

  

１ 開催日時及び場所 

令和７年６月１３日（金） 開会 午後２時００分 

閉会 午後３時３０分 

渋谷区役所８階 ８０１－１会議室 

 

２ 出 席 者 

（１）委 員  青木委員 濱出委員 岩島委員 関委員 浅井委員 

（２）専門調査員  髙木専門調査員 

（３）幹      事    加藤幹事 

（４）書 記  中村書記 福嶋書記 

（５）関 係 職 員  絹山都市計画課都市計画係長 平野都市計画課都市計画係員 

堀内都市計画課都市計画係員  

神長建築課審査係長 荻野建築課審査係員 

 

３ 会議に付した議題 

同意案件 議案第３５７号 

 

４ 議事の要旨 

（１）議長、第４０１回渋谷区建築審査会の開会を宣する。 

（２）議長、第４０１回議事録確認委員に浅井委員を指名する。 

（３）同意案件 議案第３５７号 

建築基準法第４３条第２項第２号に規定する許可について 

ア 議案第３５７号の概要説明（中村書記） 

 建築主      株式会社レイル 代表取締役 田中 幸 

 敷地の地名    渋谷区神山町 

 地域・地区    近隣商業地域、４０ｍ高度地区、防火地域 

 敷地面積     ９５．５４㎡ 

 建築面積     ５２．７０㎡ 

延べ面積     ９９．６３㎡ 

工事種別及び用途 新築、一戸建ての住宅 

構造及び階数   木造一部鉄骨造、地上２階 



 

高さ       ８．１０５ｍ 

適用条文     建築基準法第４３条第２項第２号 

（経過調査意見欄） 

本件は、建築基準法（以下「法」という。）第４３条第１項に規定する接道要件を

満たさない敷地に建築するため、同条第２項第２号の規定により許可申請がなされた

ものである。 

本件敷地は、道のみに面するもので法第４３条第１項に規定する接道要件を満たさ

ない敷地であるが、道を隔てた西側に区有通路を経て法第４２条第１項第３号に規定

する道路があり、「渋谷区建築基準法第４３条第２項第２号許可取扱方針」第１条第

２号イに該当する。 

また、前面の道については、道の中心線から２ｍの位置を道の境界線とみなし、将

来４ｍの幅員を確保することで、道部分に存する不在者の筆を除き、道路に至るまで

の所有者全員から承諾を得ている。計画建築物は同取扱方針第２条の建築物に関する

基準に適合しており、交通上、安全上、防火上及び衛生上支障がないと認められるた

め、許可することといたしたい。 

イ 委員からの質問及び回答（回答は福嶋書記） 

（ア）渋谷区建築基準法第４３条第２項第２号許可取扱方針の適用条文について 

本件建築物と建築基準法上の道路ではない宇田川遊歩道は隣り合っているため、

渋谷区建築基準法第４３条第２項第２号許可取扱方針第１条第２号イには該当せ

ず、第１号に該当するのではないかという質問に対し、第１号は国又は公共団体が

管理する道に直接接している敷地を想定しており、宇田川遊歩道は本件建築物の敷

地に直接接しないため、第１号は適用せず第２号イを適用する旨回答した。 

（イ）同意の審議対象について 

本件建築物が接する予定の通路のみではなく、建築基準法上の道路に至るまで

の道路である宇田川遊歩道（区有通路）も含めて審議の対象となるのではないかと

いう質問に対し、宇田川遊歩道の幅員は６ｍ以上あるため拡幅に対する承諾はいら

ないこと、また、議案の経過調査意見欄には「道を隔てた西側に区有通路を経て法

第４２条第１項第３号に規定する道路があり」と記載し、本件建築物の前面の道か

ら区有通路を経由することに言及することで審議の対象としている旨回答した。  

ウ 決  定 

審議の結果、本件建築物の敷地から道路に至る道の境界線間の部分の所有権を有す

る者のうち１名の不在者を除き全員の承諾は得られており、渋谷区建築基準法第４３

条第２項第２号許可取扱方針第１条第２号イの要件の制度趣旨を満たしている。交通



 

上、安全上、防火上及び衛生上支障がないと認められるため、許可について全委員同意

した。 

（４）次回定例会の開催日程について 

    令和７年７月１１日（金） 開会時間 午後３時００分 

場所 渋谷区役所８階 ８０１－１会議室 

（５）議長、第４０１回渋谷区建築審査会の閉会を宣する。 

 

上記会議の結果を明確にするため事務局において議事録を作成し、議長及び確認委員は、

これを確認した。 

 

 

令和７年６月１３日 

 

    議 長  青 木 清 志 

 

    委 員  浅 井   勉 


